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平成 26年４月団長就任

副団長  佐
さ

野
の

木
き

成
し げ

俊
と し

菊池方面副隊長

副団長　永
な が

田
た

数
か ず

幸
ゆ き

旭志方面隊長

副団長　郷
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介
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泗水方面隊長
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泗水方面副隊長

副団長　赤
あ か

星
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和
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七城方面隊長

副団長　佐
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々
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和
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宣
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七城方面副隊長
副団長　永

な が

田
た

智
と も

久
ひ さ

菊池方面副隊長

分団 分団長 団員数 区　域

第１分団 川
か わ

口
ぐ ち

嘉
よ し

一
か ず 146 上町、中町、下町、切明、迎町、中央通、横町、立町、正院町、栄町、東、西正観寺、亘、築地、高野瀬、北原、立石、片角

堀切、稗方、遊蛇口、袈裟尾、玉祥寺
第２分団 岩

い わ

木
き

俊
しゅん

介
す け 76 松島、神鶴、柿木平、日向、中原、藤田、上木庭、下木庭

第３分団 茂
も

藤
と う

寛
ひ ろ

和
か ず 103 鍋倉、佐野、原細永、日生野、伊牟田、永山、伊野、杉生、木護、柏、戸城、鉾之甲、下組、長六、塚原、岩平

第４分団 冨
と み

田
た

貴
た か

幸
ゆ き 71 雪野、寺小野、染土、長野、龍門１、小木、鳳来、穴川

第５分団 阪
さ か

本
も と

修
しゅう

一
い ち 100 東迫間、西迫間、市野瀬、中野瀬、七坪、太田、戸豊水、大柿、平野、茂藤里、篠倉、伊倉、道園、金峰、

生味、立門、木佐木、滝黒仁田、古川
第６分団 笹

さ さ

本
も と

聖
せ い

一
い ち 120 辻、上西寺、中西寺、南古閑、北古閑、下西寺、神来、野間口、東原、深川、大琳寺、北宮、大塚、村田、上長田、下長田

第７分団 藤
ふ じ

﨑
さ き

博
ひ ろ

文
ふ み 123 上出田、下出田、広瀬、植古閑、木柑子、花房台、今、甲森北、乙森北、上古閑、上赤星、下赤星

第８分団 秋
あ き

岡
お か

秀
しゅう

一
い ち 79 山崎、上水次、下水次、岡田、流川、辺田、荒牧、台、瀬戸口、高田

第９分団 佐
さ っ

々
さ

　誠
まこと 112 甲佐町、新古閑、清水、宮園、菰入、間所、戸田島、田中、本村、加恵、五海、西郷、羽根木、蟹穴

第 10分団 杉
す ぎ

水
み ず

秀
ひ で

樹
き 79 岩瀬、前川、板井、梶迫、林原、元村、内島、打越、新村、小野崎、大尺、松島、上橋田、下橋田

第 11分団 水
み ず

上
か み

兼
け ん

司
し

郎
ろ う 144 津留、小原、高柳、湯舟、北桜ケ水、南桜ケ水、平、小川、姫井、楠原、九ノ峰、岩本、伊萩

第 12分団 芹
せ り

川
か わ

正
ま さ

直
な お 107 妻越、大迫、高永、伊坂、川上、川下、出分、あさひが丘、川辺南、片川瀬、尾足

第 13分団 平
ひ ら

山
や ま

　将
まさる 101 薬師、上高江、竹の下、福本二、福本一、田吹、富出分、田中、富、朝日団地、村吉、富の原中央、富の原台、

富の原東、富の原北、富の原一、富の原西
第 14分団 古

ふ る

荘
しょう

直
な お

樹
き 93 永出分、桜山一～九、富納、永、永南、南住吉、上住吉、北住吉、飛熊

第 15分団 岩
い わ

下
し た

洋
よ う

一
い ち 93 久米一、久米二、三万田、高江、高江出分、田島一、田島二、猪の目、岡、平野、井戸方、佐野、糠泉

本部機動隊・女性消防隊 75 市内全域
計 1,622

▼各分団

菊池市消防団幹部を紹介します
菊池市消防団は４月１日から新体制となりました。
荒木団長の下、「市民の生命、身体、財産をあらゆる災害か
ら守り自らの地域は自らで守る」を使命に力を尽くしてい
きます。
問い合わせ先　防災交通課　☎ 0968(25)7203

菊池消防団入団式を開催
　菊池市消防団の入団式は
４月 10 日、菊池市総合体
育館で行われ、103 人の消
防団員が誕生しました。
　荒木団長は「消防団員と
しての誇りを持ち、地域の
安全と安心を守るために活
躍されることを期待します」と訓示しました。

荒木団長から新入団員に辞令が交付
されました

防災力強化に向け新体制スタート

副団長  信
の ぶ

岡
お か

富
ふ

登
と

志
し

菊池方面隊長
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「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
と
「
簡
素
で
効

率
的
な
行
政
運
営
」
に
取
り
組
み
ま
し
た

　　
第
二
次
行
政
改
革
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
菊
池
市
総

合
計
画
に
掲
げ
る
「
行
財
政
の
効
率
化
」
を

具
現
化
す
る
た
め
、
20
の
実
施
項
目
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
▼
民
営
化
や

民
間
委
託
と
い
っ
た
民
間
活
力
の
活
用
▼
職

員
数
の
適
正
化
▼
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
導
入
▼
窓
口
開
庁
時
間
の
延
長
▼
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
▼
「
市
長
と
語
る
会
」
の
実
施
に
よ
る

広
報
広
聴
活
動
の
充
実
─
─
な
ど
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
単
年
度
の
財
政
効
果
は
、
合
計
で
約

４
億
１
１
０
０
万
円
と
な
る
な
ど
、
多
く
の

項
目
で
達
成
で
き
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
安
定
的
・
継
続

的
か
つ
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

  

平
成
22
年
度
～
26
年
度

■
主
な
取
り
組
み
内
容

コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
上
下
水
道
料
金
の
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
、
い
つ
で
も
支
払
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
庁
時
間
の
延
長
　
仕
事
帰
り
で
も
窓
口
業

務
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

し
ま
し
た
。

学
校
規
模
の
適
正
化
　
小
学
校
を
14
校
か
ら

10
校
に
統
廃
合
し
、
児
童
の
良
好
な
教
育
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

公
立
保
育
園
の
民
営
化
　
公
立
保
育
園
３
園

を
民
間
移
譲
し
、
多
種
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
施
設
の

建
て
替
え
や
管
理
運
営
な
ど
の
コ
ス
ト
を
削

減
し
ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
　
２
園
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
民
間
移
譲
し
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
コ
ス

ト
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

組
織
体
制
の
見
直
し
と
定
員
管
理

　
平
成
22
年
度
当
初
の
職
員
数
５
２
２
人
か

ら
、
平
成
27
年
度
当
初
の
職
員
数
は
４
８
４

人
と
な
り
、38
人
の
職
員
を
削
減
し
ま
し
た
。

■
実
施
項
目
（
20
項
目
）

市
民
の
利
便
性
の
向
上

① 

税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
払
込
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
② 

開
庁
時
間
の
延
長
・
休
日
開
庁

③
窓
口
業
務
改
善
の
推
進

④ 

各
種
業
務
の
電
子
申
請
の
活
用
と
電
子
化

の
検
討
推
進

行
政
の
透
明
化

⑤
財
政
状
況
の
公
表

⑥ 
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り

⑦
広
報
広
聴
の
充
実

成
果
重
視
の
行
政
運
営

⑧
行
政
評
価
に
よ
る
総
合
計
画
の
進
捗
管
理

民
間
活
力
の
活
用

⑨ 

公
立
保
育
園
の
民
営
化
の
推
進

⑩
公
立
幼
稚
園
の
民
営
化
の
検
討

⑪
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
の
推
進

効
率
的
な
組
織
体
制

⑫
組
織
体
制
の
見
直
し
と
定
員
管
理

⑬
職
員
の
意
識
改
革
と
計
画
的
な
人
材
育
成

⑭ 

学
校
規
模
の
適
正
化

⑮
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
活
用

財
政
の
健
全
化

⑯
公
有
財
産
の
総
点
検

⑰ 

新
市
建
設
計
画
の
見
直
し

⑱ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
総
点
検

外
郭
団
体
の
見
直
し

⑲
第
３
セ
ク
タ
ー
見
直
し
方
針
の
推
進

⑳
土
地
開
発
公
社
の
見
直
し

■
実
施
項
目
別
の
達
成
状
況

▼
完
了
し
た
も
の
　
②
⑧
⑨
⑪
⑭
⑯

▼ 

目
標
は
達
成
し
た
が
、
さ
ら
に
推
進
す
る

も
の
　
①
⑤
⑦
⑩
⑫
⑬
⑮
⑰
⑱
⑲
⑳

▼ 

目
標
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
も
推

進
す
る
も
の
　
③
④
⑥

行
政
改
革
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

第
二
次
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱

問
企
画
振
興
課
　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０
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